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科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 2 回） 議事要録 

 

日 時： 

令和 6 年 11 月 29 日（金）午前 10 時～正午 

 

場 所： 

国立国会図書館東京本館総務課第一会議室 

 

出席者： 

基本方針検討部会員 4 名 

野末俊比古部会長、池内有為部会員、生貝直人部会員、大向一輝部会員 

 

館側出席者 10 名 

（幹 事）利用者サービス部長、電子情報部長 

（事務局）利用者サービス部副部長、同部司書監サービス企画課長兼務、同部科学技術・経済

課長、同課課長補佐、電子情報部副部長、同部電子情報企画課長、同課課長補佐 2 名 

 

次 第： 

1. 前回議事要録の確認 

2. デジタル空間における情報流通の健全性確保（諸課題への対応）に向けて図書館が果たす

べき役割・責務についての私見［生貝部会員による話題提供］ 

3. 国立国会図書館が対象とするユーザと提供すべきサービスについて 

4. その他 

 

配付資料： 

（資料 1）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会関係者名簿 

（資料 2）基本方針検討部会テーマについて（第 1 回部会資料 4 再掲） 

（資料 3）基本方針検討部会のスケジュール 

（資料 4）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 1 回）議事要録（暫定版） 

（資料 5）デジタル空間における情報流通の健全性確保（諸課題への対応）に向けて図書館が

果たすべき役割・責務についての私見 

（資料 6）部会（第２回）の論点について 

（資料 7）（参考）想定ユーザと提供サービス  
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議事概要： 

 

1. 前回議事要録の確認 

 事務局から、前回議事要録について意見等がある場合は、12 月 6 日までに連絡して欲しいと

の依頼があった。 

 

2. デジタル空間における情報流通の健全性確保（諸課題への対応）に向けて図書館が果たす

べき役割・責務についての私見［生貝部会員による話題提供］ 

3. 国立国会図書館が対象とするユーザと提供すべきサービスについて 

 生貝部会員から資料 5 に基づき話題提供が行われた。また、事務局が資料 6 及び資料 7 につ

いて説明した。 

 主な発言は次のとおりである。 

 

〇対象とするユーザ（又は特定のコミュニティ） 

・SNS 自体は使いこなしているものの、その正確性をうまく見極められない人は多い。国立国

会図書館（以下「NDL」）のユーザを中心に整理しているが、国民の多くは NDL を含めて図

書館を利用していないのが実態。従来図書館を利用してこなかった人のリテラシー向上を支

援する視点も必要ではないか。 

・図書館等を通じて行う間接的な支援も盛り込むべきではないか。 

・技術は新しく変わっていき、それによりユーザの思考や環境も変わるが、最適な情報を見付

けて情報を生産・活用していくという、ユーザの活動や目的は変わらないため、ユーザ（又は

コミュニティ）の観点から検討することは意義がある。 

 

〇サービスの展開及び利活用推進 

・現在、公共図書館はリテラシーについて特段の役割を担っていると社会的に認識されていな

いが、図書館員等の情報リテラシーの向上を支援する人を NDL が育成し、その育てた人材が

国民に働きかけることも念頭に置いて検討すべきではないか。 

・NDL が今後取り組むべきサービスの一つとして、プロが使うリッチなサービス（例えば「NDL

サーチ・プロ」）を開発することが考えられないか。生成 AI のサービスの登場によって、内

容によってはレスポンス時間がかかることが許容される時代になった。 

・「プロ」をどう捉えるかは難しいが、単に受け身ではなく、何らかの作り手、送り手として入

手した情報を使って能動的に活動をする人を「プロ」と考えたい。 

・インフルエンサーを通じた利活用の働きかけは、サーチエンジンの検索結果で情報を上位表

示することなどと同様に間接的なアプローチだが、長期的には効果が期待できる。 

・個人向けデジタル化資料送信サービスなどを大学の図書館ガイダンスで説明しても、実際に

使う人はごくわずかである。座学ではなく、体験の場や機会が必要だが、NDL が全て担うの

は無理がある。NDL での来館ガイダンスを含む教材と教え方のパッケージを用意し、それを

活用してもらうとよいのではないか。 

・NDL によるファクトチェック機関への支援については、関係者にヒアリングしてみるとよい

のではないか。ファクトチェック機関にはマンパワーや予算の制約があると聞いており、図

書館員がファクトチェックに関わるのが本質的な支援になるかもしれない。 
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・「プロ」をアーカイブ機関とどう接続していくかを考える際に、アーカイブ機関としての機能

とジャーナリスト育成機能を持ち、ジャーナリズムのコミュニティと密接な関係を持つフラ

ンス国立視聴覚研究所（INA）の事例が参考になる。 

・「プロ」として活動ができるような能力の育成や資質の向上に向けては、情報Ⅰという科目を

基にした書籍が出版されていることからも分かるように、学習指導要領がよくできているた

め、これを社会教育にも活用することが考えられないか。 

 

〇信頼性のある情報流通 

・技術者の恣意的な思惑が入り込まず、アルゴリズムが信頼性のあるものとなるために、デジ

タルプラットフォームの提供者や利用者だけでなく、プラットフォームを実際に作り運用し

ている技術者への働きかけや教育も重要である。 

・デジタル空間における情報流通の健全性確保の在り方に関する検討会のとりまとめで示され

た「総合的な対策」の全体調整の事務局には総務省が想定されているものの、実際には複数の

省庁が関わる課題となる。 

・今後、流通する情報は一層増大することが予想されるが、人間が情報の「圧縮」を行うこと

は今も昔も変わらない。出版など、従来の情報の「圧縮」では、印刷刊行・流通のコストの壁

が、結果的にある種のフィルタリング機能を果たしていたが、現在はそうしたフィルタリン

グが効かなくなっている。これまでとは別のメカニズムで「圧縮」された情報の質や「圧縮」

の信頼性の保証などを行う必要がある。 

 

〇来館サービス、外部研究者との共同研究 

・情報の生産・発信を体験する場として、来館サービスをより積極的に位置付けられるのでは

ないか。「プロ」になるための予備的な体験にもなる。 

・大学図書館では、多様な教員との接点がほとんど作れていなかった。プロ仕様の凝ったサー

ビスを提案することが、接点を作っていくきっかけになるのではないか。研究者など、図書館

を意識せずに、図書館的な活動をしている人たちは多い。そうした人たちとのエンゲージを

作っていくことがあってよい。 

・民間ウェブサービスとの連携をどうしていくのかという観点もある。Google 検索に Wikipedia

の結果が組み込まれているように、NDL のサービスとの組合せの検討を進めていくと、民間

とのネットワークができるのではないか。 

・フランス国立図書館（BnF）及びフランス国立視聴覚研究所（INA）は、国内のスタートアッ

プ支援として、信頼できる AI 構築を考慮した AI 学習のための公開データ提供の契約交渉を

進めている。 

 


